
琉球大学学術リポジトリ

TO OKINAWA AND BACK AGAIN :
ハワイの沖縄系帰米二世のライフストーリー

言語: 

出版者: 琉球大学移民研究センター

公開日: 2018-11-13

キーワード (Ja): 沖縄系帰米二世, ライフストーリー,

アイデンティティ, エスニシティ

キーワード (En): Okinawan Kibei Nisei, Life Stories,

Identity, Ethnicity

作成者: 前原, 絹子

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.24564/0002010167URL



TOOKINAWAANDBACKAGAIN:

ハワイの沖縄系帰米二世のライフストーリー
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ウルマのウルは砂 といふ意,マは島を意味する｡-ウルマは ｢砂島｣ といふ意味であ

る-砂は御承知の通 りバラバラで何の変哲もない｡下世話にも,何の味もしないことを

｢砂を噛むやうだ｣ といふではないか｡ ところが この砂にセメントを混ぜて水で こね合

わすと大変固い石と成ることが出来る｡希 くはウルマ青年会員諸君が教力協心しあって

一丸 とな り,コンクリー トの如く空々社会という一大建築物の必要不可欠な素材た らん

ことを期せ られたい1)O

- 『ウルマ青年会 会誌 第一号』か らの抜粋-

Ⅰ.はじめに

ハワイにおける日系移民のうち,沖縄系移民は現在ハワイ総人口の約4%, 日系人口の約22

%を占めるのだが2),彼 らは自らを ｢オキナワン｣または ｢ウチナーンチュ ｣ と呼び,独特の

文化や社会を形成している3)｡本稿では, これまで,沖縄系移民研究でほとんど取 り上げ られ

ることがなかったハワイの ｢沖縄系帰米二世｣に注 目する｡ ｢帰米二世｣ とは,文字通 り,｢帰

米した｣,アメリカに帰ってきた二世のことを指す｡米国で生れたが,幼少年期を日本で育ち,

日本で教育をうけ,戦前もしくは戦後,再び米国へ帰ってきた二世のことを言う｡本研究では,

沖縄とハワイのふたつの場所を生きた沖縄系帰米二世のライフス トーリーに焦点をあて,現在,

高齢になった彼 らが自己の人生をどう捉え,物語るのか明らかにする｡

戦前,特に1920年から30年後半にかけ,アメリカ本土そしてハワイの日系コミュニティにお

いて,米国生まれの二世を日本留学という教育上の理由や子 どもの口減 らしを目的とした経済

的な理由で 日本へ送 り出すことは珍しいことではなかった｡1935年,山下草園が 『日系市民の

日本留学事情』 という著書の中で,ハワイの一世がわが子を日本へ送 りだす社会的背景を詳し

く述べている4)｡戦前,米国本土のみな らずハワイにおいても, 日系人の多くには,アメリカ

の社会にうまく適応するために, 日本 らしさをすて,アメリカの文化に同化するよう努力する

-23-



ベきだという考えがあった｡しかしその中で,一部の一世は,子 どもには日本文化や 日本人と

してのアイデンティティを継承させたいという期待をもっていた｡そこで,ある程度,経済的

にゆとりのある親は,米国生まれの二世を ｢日本留学｣ という目的で短期間日本に送 り出した｡

送 り出された彼 らの多 くは,十代後半で,11年の準備教育の後に,東京,京都,大阪等大都市

の専門学校や大学に送 り出された｡二世の日本留学は流行 とな り,特に,1938年,1939年,頂

点に達する｡その背景には,1931年の満州事変で圧勝した日本帝国に対する忠誠心の芽生えが

一世そして二世の間にあった, と山下 (1935)は考察 している5)｡男性のみな らず,女性の日

本留学も奨励されたO特に家庭の基盤 となる女子が日本留学によって 日本文化を身につけるこ

とは日本文化の継承を可能にする意義があった｡多くの女子が,日本楽曲や 日本舞踊,編み物,

お花などを学ぶために留学したのである｡留学生の大部分は学業終了後,帰米するのであるが,

早稲田などの名門大学へ日本留学した男性はハワイ大学卒より条件のいい職業にありつけたと

いう｡また日本留学の経験をした女性は結婚候補者として好まれた6)0

一方で,経済的に困難な生活を強いられている一世たちは,子 どもを経済的な理由で日本の

故郷へ送ることもあった｡故郷への仕送 りをしなければならないとか,子どもの数が増え,仕

事の足手まといになるといった理由から,幼い子どもを祖父母や親戚のもとへ送 り出し,彼ら

に養育を依頼するといった事例が少なくなかった｡中には生後1歳にも満たないわが子を母国

へ送 り出す こともあった｡そして, 日本へ送 られた子 どもたちは,日本語を主言語として使用

し,また米国の文化 ･習慣よりも, 日本の文化 ･習慣を身につけて成長していったのである｡

山下 (1935)は, 日本留学した日系市民と,幼少年期に帰った日系市民との間には ｢自然の捨

壁 (しょうへき)｣7)があると指摘 し,幼少年期に帰った日系市民について以下のように述べて

いる8)｡

幼少年時日本に掃って来た日系市民は,大抵小畢校の適度の単年に編入されて,純然

たる日本式教育を受けるので,長ずれば 日本に生まれた日本国民と,殆んど襲 りなき人

になる｡轟朝営初の彼等は英語 も初歩の程度であって,本格的な物がいり込んではゐな

いし,アメリカの風習も脱け切 らない程に染みこんではゐない｡また彼等の思考力や,

観察力や,判断力なども固定してゐないから,二,三年の日本生活をすれば,何から何

まで,殆んど純 日本式になって乗るのである｡ただ日本に生まれた者 と達ふところは,

自分がアメリカに生まれたと言 う事資と,其の出生地の風物人情に関する単純な記憶が

頭の底にあることであり,更にその記憶に依ってアメリカと言ふものに関する限り,日

本に生まれた者に比較すれば,愛着と理解力が強いと言ふだけのことである｡

そ して,彼 らは,やがて幼少年期を過ごした日本を離れるのであるが,どのような事情で帰

米 したのであろうか｡先行研究によると,戦前に帰米した多 くの男性は,日本の徴兵を免れる

ことを目的として米国に帰ってきたという見方がある9)｡当時の日本 (沖縄でももちろん)敬

兵制度が施行されていた｡男子は満二十歳になると,徴兵検査を受け,合格すれば兵役に服す

る義務があった｡また,1930年代に入ると, 日本は中国に ｢満州国｣を建国し,大規模な移住

計画を推し進めた｡その一環 として編成されることになったのが満蒙開拓青少年義勇軍で,全
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国で募集が開始された｡アメリカと日本の二重国籍を保持する二世には日本軍として徴兵され

る可能性があった｡一方,1930年代,米国本土においては,アメリカの国籍法改正に対する危

倶か ら,二重国籍をもつ在 日二世に対 して米国籍を確保するためにも徴兵を回避 しアメリカに

もどってくることを促す ｢帰米奨励運動｣ も行われた10)｡そのような状況の中で,徴兵によっ

て ｢どうせ父母のふるさとを離れなければならないのなら,自分の 『生みの国』であり,姉と

兄の暮 らしているハワイへ渡 りたかった｣ という理由もあった11)｡残念ながらハワイにおいて

の帰米二世に関する統計はないが,カリフォルニアにおいては1930年までに二世の13パーセン

トが 日本である程度の教育を受けていたという12)O
沖縄系移民の場合,特に1900年代から1910年代にかけて,農業移民としてハワイに出稼ぎに

来た沖縄系移民の一世たちは,他府県移民者 と比べ経済的に困難な生活を強いられてお り,不

本位ながらも,ハワイで生まれた子 ども達を幼年期か ら青年期にかけ,故郷へ送 り出す ことが

少なくなかった｡子どもの数が増え,米国では育てることができない,仕事の足手まといにな

るといった理由か ら,母国の祖父母や親戚にわが子の養育を依頼 したのであった｡親たちは,

いずれ,相応の貯蓄ができた時には帰郷したいという希望があった｡故郷沖縄に送られた二世

は小学 ･中学卒業まで,沖縄方言を主言語 として,また学校では主言語 として標準語 (当時,

沖縄方言は学校教育で禁止されていた)を学んでいった｡戦前,沖縄にはこうしたハワイ生ま

れの青少年が約 3千人もいて,彼 らは1930年代に入ると船便毎に20から30人も再びハワイに戻っ

てくるようになった13)｡そして,彼 らは ｢帰米二世｣ と呼ばれ,ハワイ育ちの二世とは別のカ

テゴリーとして扱われるようになった｡

Ⅱ.本研究の目的と手法

これまでの日系移民史において,帰米二世についての記述は数少ない｡その上,日本留学と

いう教育上の理由で日本に送 られた二世に注目されたものがほとんどであり,親の経済水準の

違いや出身地 (日本本土 ･沖縄)の違いによる帰米二世の特徴についてはほとんど関心が払わ

れて こなかった｡また先行研究は,異なる国で育った帰米二世の社会的適応における困難さを

強調 したものがほとんどであり, ｢日本 と米国の狭間で｣経験 した帰米二世の心理的葛藤に関

心を払ってきた14)｡確かに,彼 らは第二次世界大戦時に特異の経験をした｡日本の軍国主義教

育を受けたということか ら,アメリカで生まれ育った二世に比べて日本人意識が強く,戦争中

は日本のスパイと疑われることもあり,強制収容所へ送 られた者も多かったと指摘されている｡

一方で, 日本語に堪能な帰米二世が米国陸軍情報部において通訳兵として任務を果たす場合も

あった｡近年,金城 (2004)は沖縄系帰米二世の言語文化に注 目し,彼 らがいかに沖縄コミュ

ニティにおいて,文化形成の担い手となったのかという興味深い研究を行っている｡彼によれ

ば,沖縄系帰米二世の場合,日米両語のみならず沖縄方言にも堪能であったため,米軍通訳兵

として沖縄戦で極めて重要な役割を果たした15)0

しかしながら,これまでの先行研究においては,近代国民国家がつくりだした社会構造の中

で,帰米二世が政治的 ･経済的 ･歴史的に ｢ふ りまわされ｣てきたことに研究の視点がおかれ

てきた｡本研究では,むしろ,帰米二世を,社会における行為の主体者 として描 くことの可能

性を探 りたい｡沖縄と日本 とハワイとアメリカという物理的 ･社会的境界の中間的位置を担い
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ながら,彼らはいかに主体的に創造的に生きてきたのかについて,彼 ら自身のライフス トーリー

を通して明らかにしたい｡

ライフス トーリーとは,一般的に,個人が歩んできた自分の人生について語るス トーリーで,

ライフス トーリー研究 とは, ｢個人が人生経験について物語る行為 と,語 られた物語について

の研究｣16) をさす｡特に,歴史 として残 りにくいマイノリティやマージナルな集団に属するさ

まざまな人々を対象として,その個々人のライフス トー リーか ら社会の構造を解明していく｡

つまり,石原 (2002)のいうところの ｢社会の暗部や周辺部か ら社会全体を逆照射していく｣17)

可能性を我々に与えてくれる手法であると考えられる｡

幼少年期に故郷へ送 られた沖縄系帰米二世は,帰米後,英語がうまく話せないこと,生活習

慣や,思想などの違いか ら,ハワイで育った家族との葛藤を経験したり,職業選択に不利益を

こうむったりした｡また当時,ハワイの沖縄系移民は言語 ･文化の違いにより他府県人から差

別されていた｡沖縄系帰米二世は沖縄か ら来た ｢新移民｣であるということで,少なくても社

会において二重の周辺性をもつ複合的マイノリティであることで,自己を単なる ｢沖縄系の二

世｣,また ｢日系帰米二世｣ としてひとくくりにできないという認識をももた らしている｡確

かに,彼 らがマージナルな存在 として体験 した困難は無視すべきではない｡ しかし,ライフス

トーリー ･アプローチを用いることにより,現在の沖縄系帰米二世の語 りに織 り込まれた過去

の経験の意味づけ,すなわち自己再定義のプロセスを考察することができよう18)｡浅野智彦

(2001)が ｢自己は自己物語を通 して産み出される｣19)と述べているとおり,自己を語るとき人

は自分自身の人生の特定のエピソー ドを選び出し (他のものを捨て),それをある筋に沿って

紡ぎ合わせていく｡彼 らが自己の人生を物語るプロセスの中で,自主的にまた客観的に自己の

体験に価値を見出し他者に物語る行為は,以前に単にマージナルな存在 として描かれていたグ

ループのもつポジティブ ･マージナリティ20)の側面を描 くことを可能にするであろう｡また,

彼 らのライフス トーリーを研究することによって,ハワイの沖縄コミュニティの歴史や社会構

造やまた内在する諸問題を浮き彫 りにし,またそのコミュニティの社会的 ･歴史的展開を描き

出すことができよう｡

筆者は2004年 2月から2005年 5月までの約 1年半,ハワイの沖縄コミュニティの行事,集会

などに参加し,沖縄系帰米二世たちの活動への参与観察を重ねてきた｡毎週金曜日朝10時から

午後5時半まで,オアフ島西部ワイパフにあるハワイ沖縄センターの図書館の資料整理の手伝

いをする機会に恵まれ,その合間,同じくボランティアをしている沖縄系の方々と出会 う機会

を得た｡彼 らから沖縄系帰米二世を紹介 してもらうというスノーボール ･サンプリング方法を

とり,合計18人の沖縄系帰米二世の生の声を集積することができた｡本稿では,特に経済的理

由で幼少期に沖縄に送 られたと述べた14人 (女性 2人,男性12人)に焦点をあてる｡表 1に示

してあるように,調査時の年齢は69歳か ら92歳で,沖縄には生後 5ケ月から10歳の間に送られ,

沖縄で 7年間,長 くて18年も滞在する｡また彼 らは,徴兵制度を逃れるため,またよりよい生

活を得るために,1928年から1947年の間にハワイに帰国する｡帰ってきた年齢は12歳から22歳

であった｡

インタビューはさまざまな場所で行われた｡たとえば,ハワイ沖縄センターでボランティア

の方々と昼飯を共にしながら,また雑談 している傍 らそれらしく彼 らの人生経験について聞く
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こともあったし, また彼 らの家で1時間半ほど個人的にイ ンタビューを行 うこともあった｡そ

の時々の様子をメモに残 した り,語 りをテープに鼻音 した｡インタビューでは特に,帰米経験

が どのような困難をもた らしたのか,そうした困難にどう対処 してきたのかなど,あらか じめ

質問事項を準備 したが,できるだけ各人が語 りたいことを重視 し,英語, 日本語,沖縄方言を

混ぜ,自由に語ってもらった｡プライバシーに配慮して,本稿では個人名が特定できないよう

にした｡14人という少数データでは代表性に乏 しいが,筆者はライフス トーリーか ら,彼 らが

過去の経験を現在の彼 らが どう意味づけ,調査者である私にどう語るのかに注 目し,彼 らの経

験を丁寧に記述 していった｡本論のテキス トは,｢聞き手｣である調査者の筆者 に語 られたも

のであり,つまり ｢語る者 と語 られる者 との共同の産物｣21)であるという点をあ らかじめ明確

にしておきたい｡

また本研究では,1933年に沖縄系帰米二世によって設立された ｢ウルマ青年会｣の会誌 も参

考にした｡その会誌には,沖縄系帰米二世が帰米 した当時の感情や認識が記述されている｡帰

米当時の自己呈示 と,人生を重ねた今語 られる自己体験の記憶の提示に違いがあるのか考察 し

なが ら研究 を進める｡

表 1 インタビューした沖縄系帰米二世の リス ト

氏名 性別 生 年 沖縄へ送られた年(年齢) 沖縄での滞在期間 ハワイに戻ってきた年(年齢)

I 男性 1912年 1914年 (2歳) 15年 1929年 (17歳)

A 男性 1914年 1916年 (2歳) 18年 1934年 (20歳)

H 男性 1914年 1924年 (10歳) 15年 1934年 (20歳)

K 男性 1915年 1921年 (6歳) 10年 1931年 (16歳)

Y 女性 1915年 1921年 (6歳) 7年 1928年 (13歳)

U 男性 1915年 1920年 (5歳) 11年 1931年 (16歳)

E 男性 1918年 1923年 (5歳) 9年 1932年 (14歳)

D 男性 1918年 1923年 (6歳) 10年 1934年 (16歳)

N 女性 1919年 1921年 (2歳) 15年 1936年 (17歳)

G 男性 1921年 1921年 (5ケ月) 16年 1937年 (16歳)

T 男性 1922年 1924年 (2歳) 14年 1939年 (16歳)

S 男性 1923年 1927年 (2歳) 14年 1939年 (16歳)

R 男性 1925年 1935年 (10歳) 12年 1947年 (22歳)

0 男性 1935年 1935年 (6ケ月) 12年 1947年 (12歳)

Ⅲ.調査結果 :沖縄系帰米二世のライフストーリー

14人の沖縄系帰米二世のライフス トー リーは多様であったO沖縄系帰米二世の語 りのなかに

は,自己のアイデ ンティティの提示 として ｢帰米二世｣ として,また ｢ウチナーンチュ｣ とし

ての体験を選びなが ら,過去の経験を現在の自己 と照 らし合わせ意味づげ,語 りに織 り込む行

為がみられた｡また彼らの語 りか らは,彼 らの生活やコミュニティでの社会的地位がそのコミュ

ニティの歴史 と社会の展開に絶えず影響 ･変動 していることがわかった｡

1.沖縄の思い出

沖縄系帰米二世が沖縄に帰った理由を話す際,彼 らはそれが彼 ら自身で望んだものではなかっ

た ことを指摘する｡ ｢母が病気になって ここ (ハ ワイ)で働けないか ら私 をつれて沖縄 に帰っ
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た (M氏)｣,｢沖縄にはただ親戚に顔合わせに帰ったのに,ハワイに戻ることができなくなっ

た (T氏)｣などハワイ生まれの二世が沖縄で幼年期を過ごす理由はさまざまであったが,幼

年期の子にとって,家族の別離は耐え難いものがあったとその当時を思い出す｡Yさんは小学

校に入学するのを楽 しみにしていたが,母が病気になり,父とまだ幼いきょうだい3人をつれ

て沖縄に帰った｡長女であるYさんは母親の代わ りとしてきょうだいの世話をしなければなら

なかった, とその当時を ｢一番苦労した日々 (Yさん)｣ と意味づけた｡

また,沖縄系帰米二世の語 りのなかには,沖縄での生活が悲惨なものであったことが強調さ

れる｡沖縄にいる親戚に預けられたもののハワイにいる両親か ら一切の仕送 りもなく,経済的

な苦労を被っている親戚の家で虐待にあった経験,沖縄に来たものの,引き取ってくれる者が

いなくて親戚の家を歩きまわってお願いしていた母の姿,また芋と味噌汁だけの食事｡また,

沖縄の親戚の家に世話してもらったものの本家の子 どもたちと比べてひどくこき使われ,預け

られた家において疎外感を抱いたという｡

一方で,沖縄では ｢ハワイ帰 り｣ という言葉で知 られているように,当時,ハワイに移民し

た家族は,沖縄においては経済的な面では利益をこうむっていた｡なかには,ハワイの両親か

らの援助で,地元の人たちに比べて経済的な面では利益をこうむっていた者もいた｡首里や那

覇の中等学校に進学する者もいた｡

興味深いことに,｢ハワイ生まれ｣の彼 らは学校や地域において別の沖縄の子 どもと接する

中で他の子 とは違 う救いをされ,しかもその救いに立ち向かっていった経験を実に楽 しそうに

話 した｡例えば,ハワイで10年す ごして沖縄に送 られたR氏は,沖縄で他の子 どもたちから

｢ハワイ生まれ｣,｢外人｣としてか らかわれて,立ち向かった経験を英語 と日本語を混ぜて語っ

た22)｡次はその日本語訳である｡

クラスメー トがいつも私の長い髪をからかってひっぼるわけね｡あの時,沖縄はみん

な坊主頭だろ｡-からかわれて一度すごく怒ったことがあって,殴ったよ｡英語で文句

たくさん言ったよ｡-そ して石も投げたから-そ したら夜,その子達の親が私の家に来

て,僕を叱るわけよ-でも次の日-見つけたらまた石投げたさ｡-休憩時間は, (ハワ

イの)プランテーションでよく遊んだビー玉のゲームのや り方を教えて遊んでいたよ｡

僕は上手でゲームに全部勝って,ビー玉すべてもらったわけさ｡そしたらまた親が家に

来て僕が全部ビー玉を盗んだって叱るわけよ｡ビー玉全部投げつけたよ｡すごくガキ大

将だった｡

R氏は ｢ハワイ生まれ｣であることを自覚しながらも,当時の沖縄で ｢遊び｣を通 した文化

交流の担い手であったと意味づけ,自己の異質感を上手に乗 り越えていくことの生活の術を語っ

た｡

沖縄で過ごした経験を話す際,沖縄系帰米二世は当時の沖縄の経済的状況が悲惨なものであっ

たのかを強調する｡当時の沖縄の生活習慣の一部であった豚小屋の隣に立地されている トイレ

がどうしても使えなくて,毎朝30分かけて駅の水洗 トイレを使いにいったというH氏｡生後ま

もなく沖縄に帰った帰米二世は,当時の沖縄の経済的状況は,ハワイに戻ってきたときの食料
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の豊富さに感激したという話との対照として語 られ,話の隅々に,沖縄で体験した ｢オンポロ

の貧乏｣ としての苦労話が強調される｡しかし,沖縄での経験は,現在のハワイでの生活がい

かに豊かであるかということへの感謝の気持ちを高め,語 りのなかでそれが強調されるOまた,

｢二世の中には好き嫌いの人多いね｡でも私はなんでも食べるよ｡沖縄には何もなかったか ら

ね (Yさん)｣ と,ハワイで育った二世と区別して自己を表現する｡

また沖縄系帰米二世が過ごした当時の沖縄では,方言撲滅運動がなされ,学校において標準

語を話す ことが強いられていた｡ このような国家抑圧について沖縄系帰米二世は次のように振

り返る｡

あれは今か ら考えてみれば,内も外もみな方言｡でも学校は普通語,標準語使わない

といけなかった｡でも何しろ,難儀なってね｡結局方言のほうが話 しやすいからさ｡方

言で話していたよ｡-5,6年生になると,そのころから方言を使ってはいけないことに

なっていた｡もしも言うこと聞かないで勝手に方言を使うと方言札を渡して罰をさせる｡

もし方言を毎 日使うと掃除させ られたりする｡すると,おしゃべ りがぜんぜんした くな

くなる.- (学校の)教科書はみな標準語,でも家での会話は方言でしょったよ (Nさん)｡

語 りからは,沖縄方言撲滅については国家の制度 として仕方なく従ったものの,学校以外で

は方言を修得し柔軟な言語的生活スキルを身につけていったことがわかる｡

2.ハワイに戻って

幼年期に沖縄に送 られた帰米二世にとって,ハワイという新天地そして経済的に発展してい

る土地での生活への期待は大きかった｡生後 6ケ月で沖縄に送 られ11歳まで育った0氏は港に

着 くと一番に父を探 したという｡ ｢父のことは写真でしか知 らなくて-父 と再会 した喜びは言

葉では表せない｣,とその当時のことを思い出しているかのように語 りに言葉が弾む｡

確かに,インタビューした沖縄系帰米二世の多 くは,帰布後,英語がうまく話せないこと,

生活習慣や思想などの違いから,さまざまな葛藤や不利益を経験する｡ハワイに帰った後,彼

らは英語がうまく話せないことを理由に職業選択に不利益をこうむった｡帰米当時は, ｢言語

を必要 としない皿洗いの仕事が唯一できる仕事であった｣,とU氏は振 り返る｡女性帰米二世

のNさんは帰米後まもなく白人家庭の ｢女中 (メイ ド)｣ として働 くことになり,その当時の

思い出をこのように語った｡

はあつさ,何が一番怖かったって,電話がなることだよ｡電話がなった らすぐ洗濯場

所に行って,水をジャージヤー出して聞こえないふ りをしていたさ｡18にもならない人

が電話も取 りきれない｡ハローも言い切れない｡-あと洗濯機の使い方も料理も知 らな

いから困ったよ｡沖縄では芋 と味噌汁しか食べないけど, ここはおかず,負,いろいろ

あるさね｡パンとかコーヒーとか見たこともないしO

しかしながら,彼女はその状況にいつまでも甘んじたわけではない｡白人家庭で女中として
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子 どもの世話をしている傍 ら, (白人)英語を習得 していった｡今では ｢ハワイ育ちの二世で

ある夫のピジン英語より私の英語の方が上手 (Nさん)｣ と誇 らしげに語る｡

帰米二世は,帰布後,ハワイで育った二世か ら,｢ジャパン ･ボーボラ｣,簡単に訳すれば

｢日本か ら来たかぼちゃ｣ と冷やかされた｡ボーボラとは,熊本などの方言でかぼちゃという

意味で,語源はポル トガル語の ｢アボーボラ (abobora)｣が語源といわれている｡ハワイで育っ

た二世の間では当時,社交ダンスなどアメリカ的なものが流行 していたが,帰米二世にとって

は,そのアメリカ的な趣味を楽しむことができず, 帰米二世と二世の間には壁があり,両者が

打ち解けることはなかったという｡ ｢趣味が違 うか ら交際しようという意思がなかった｡説明

するのは難 しいけど,交際しようという気持ちがなかった｡どう言ったらいいかね-｡それに

当時はみんな貧乏に追われていた (T氏)｣,と言うだけで,ハワイの沖縄コミュニティにおけ

る内部の分裂については口を濁す ことも多かった｡ ｢帰米二世｣ として沖縄で 6歳か ら16歳ま

で育ったK氏は ｢自分のいとこもジャパン ･ボーボラといってからかったよ (K氏)｣ と ｢帰

米二世｣ ということで同じ沖縄の人から馬鹿にされたということを認めなが らも,｢沖縄とし

てか らかわれるよりはまだいい｡沖縄は地位が低かったよ (K氏)｣ と語った｡語 りのなかで,

沖縄系帰米二世は帰米二世として差別の経験より,沖縄系移民として共有された差別の経験を

強調する｡

沖縄系帰米二世は,ハワイに戻ってきてまもなく,ハワイの沖縄の人が他府県人か ら差別さ

れている状況に気づかされたという｡沖縄系帰米二世は,ハワイに戻ってきた当時,なぜハワ

イの沖縄の人が沖縄の言葉を使えないのか驚いたという｡ ｢方言もしゃべらず,沖縄の文化を

恥,ハワイの日系社会に同化 していたのかと理解できなかった (G氏)｣,｢なーんだ ?沖縄の

人が沖縄の言葉を使えないのかって思っていた, こち らに来てね (Nさん)｣ と帰米 した当時

のことをこのように語っている｡

Nさんはハワイに戻ってきてまもなく,沖縄系や他府県人が一緒に働いているツナの缶詰工

場で働きはじめた. ｢工場で,よく他府県人が沖縄系の一世たちを馬鹿にしているのを目にし

ていた (Nさん)｣,と次のように語ってくれた｡

ここで (ハワイで)正しい日本語使おうと気をつけた｡沖縄の人は日本語を使おう使

おうと気をつけていたんだはずね｡広島 ･熊本 ･鹿児島の方の日本語がずっと荒っぽい

よ｡ハワイに来てから,彼 らの日本語が荒っぽ く聞こえたよ-ある事情で-缶詰工場に

働 くことになって,そ こには広島の人,鹿児島の人がいるわけね｡沖縄系一世の人のハ

ジチ (入れ墨)を見て馬鹿にしよったよ｡わざと悪い嫌が らせをしてた｡ ｢どうしてあ

の (沖縄の)おばさんたちは私達の日本語わからないのかしら?｣ってよく文句を言い

よった｡-だから- ｢でもあなたたちが言う言葉は標準でないですよ｣ と言ってやった｡

- ｢おばさんたちは若いのに日本語わからないでしょう-たとえば,あなたたち,宮城っ

て書いたら,ただ,ミヤシロとしか読めないでしょ?でも沖縄ではミヤギともミヤグス

クとも読まれます｣-彼 らはそれを聞いて,目をぱちくりしていたよ｡-沖縄の人は余

計に漢字を習っている｡支那の人と会話もできるんだよ｡-そういう風にしてたら,だ

んだん,沖縄の人は馬鹿にしないようになったよ｡ 日本で教育を受けたおかげかね｡よ
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く ｢あなたはどこの人か ?｣つ聞かれた｡ ｢私は沖縄県ですよ｣っていったら, ｢言葉使

いが違 う｡言葉使いが上手だから沖縄ではないと思った｣って言われる｡ ｢あなたなら

親が内地か,片っぽが内地かでないのか ?｣って言うか ら, ｢私は純粋な沖縄系です !｣

ってちゃんと言ってやった｡-私は沖縄の人が差別されたというのは聞くのも嫌だった｡

･･･実際そばで差別を見るとほっとけなかったよ｡

当時, 日本語を話す二世は少なく,沖縄で日本語教育を強いられた沖縄系帰米二世は,ハワ

イで育った二世と比べ読み書きもでき, 日本語に堪能な方であったという｡彼女の語 りには,

沖縄での日本語教育の経験を肯定的に自己評価する様子がみられる｡沖縄の学校方言札を使用

した徹底的な標準語教育を受けた体験が,皮肉にもハワイに来て,標準語を話す自分に価値を

見出し,ハワイの沖縄系の地位の向上にチャレンジする意欲がもてたという語 りである｡ これ

は沖縄の学校における徹底的な標準語教育を,国家によって抑圧された沖縄を,実際に体験し

た沖縄系帰米二世が,ハワイに来て,はじめて国家 という枠組みから逃れたときに,社会的不

平等に対してチャレンジする知恵や意欲を持てたとも言えるのではないか｡

沖縄系帰米二世の語 りには,確かに先行研究が指摘するように,第二次世界大戦中, ｢生ま

れの国｣アメリカと ｢育ちの国｣ 日本との狭間にある葛藤が強調される｡2歳の時から16歳ま

で沖縄で過ごし,1939年にハワイに戻ったS氏は,第二次世界大戦勃発後,すぐにFBIに呼

ばれ,忠誠心を問われた｡ S氏はそのときの様子を次のように振 り返る｡

貯金がいくらあるか,いつ来たか,沖縄で何をしていたか,学校で何 したか,教練を

受けたかとか聞かれた｡沖縄の中学に行った人が通訳 していたか らね,嘘をつける状態

ではなかった｡どうしても沖縄で育ったか らね, 日本人だということが現れてくる｡嘘

をついてもすぐ相手にはばれてしまった｡むこうはプロだから,嘘を言ったときは,私

は顔に表れていたみたい｡兄は教練も受けていないし,はじめか らアメリカ人だという

ことを言 うつもりだった｡僕の場合はその心構えがなかった｡嘘ついたときにはす ぐ自

分にもわかるさ｡

S氏は,日本に忠誠を示 し,収容所に6年も入れ られた｡ S氏は6年の収容所生活は過酷で

あったと語るが,沖縄で叔父から虐待をうけた体験をもつS氏にとって,収容所生活は我慢で

きるものであり,｢沖縄で苦労しているか らここに来て苦しかったことはない (S氏)｣ と悲惨

な経験であったにもかかわ らず,沖縄での体験に価値を見出す｡また, ｢天皇陛下に従 うとい

う気持ちは,そのころは当り前にもっていた｡ (米国)市民権も収容所で離脱 したよ｡ どうせ

市民とみなされていないのなら (市民権離脱しても)いいという気持ちだった (S氏)｣ とも

語った｡

また一方で,アメリカに忠誠を示し,その後,アメリカ軍として戦うことを決意した沖縄系

帰米二世もいる｡第二次大戦下の故郷沖縄でアメリカ人として沖縄人を含む日本人と戦わねば

ならなかったT氏は,その時の心理的葛藤を ｢わんね-あわれそ-んよ｡しっか りあわれんそ-

よ｡人の分より｡ Lでいるちょ-る (T氏)｣ (私は苦労をしてきた｡とても苦労 してきた｡人
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よりもしてきたさ-),と自分がいかに人一倍苦労したかを沖縄方言で語るo

彼 らの第二次世界大戦の語 りか らは, 日本とアメリカ両国に対する忠誠心の表示を強いられ

た際の感情的な悲痛が伺える｡それは ｢生まれの国｣ と ｢育ちの国｣ との狭間にある葛藤であ

る｡日本と米国の間での心理的葛藤において,沖縄帰米二世がとった行動はさまざまであるが,

戦争中という異常な状態においては,彼 らにとって沖縄 という選択肢はなく,アメリカと日本

の両国のはぎまで揺れ動いていたことがわかる｡

日本で第二次世界大戦を経験 している沖縄系帰米二世の存在も忘れてはならない｡軍国教育

をうけ,自分はアメリカの国籍を保持してはいるが日本軍 として戦いたいと,人間魚雷の訓練

まで受けた沖縄系帰米二世 (R氏)がいる｡また,生後 6ケ月未満で沖縄に送 られた0氏は10

歳の時に沖縄戦を体験することになる｡当時,壕の中で見た記憶を英語で語った23)｡次はその

日本語訳である｡

二世の米兵が壕に向かって ｢戦争は終わった｣ と叫んでいた-｡ 日本語でも沖縄の方

言でも｡ (壕にいた)何人かは二世の言っていることを信用 しないで聞おうとして外に

出て殺されたよ.でも壕の中には (私の)母みたいにハワイから来ていて,米兵が言っ

ていることをちゃんと理解した人が何人かいた｡だから,二世兵が壕に入ってきたとき,

何人かが闘おうとしよったのを見て,そのハワイから来た人達が闘う必要はないってこ

とを言って説得 していたのを覚えている｡-そういった意味では異なる国に住んだとい

う人生経験が我々の命を救ったと思うよ｡

沖縄戦は,沖縄で一緒に過ごした兄弟姉妹,親戚を持つハワイの沖縄系帰米二世を深い憂慮

と思案の淵においやった｡ ｢幼児期を過ごした沖縄のことを考えるとご飯がのどを通 らなかっ

た｣と沖縄で11年過ごしたU氏は語る｡ハワイにも沖縄戦のニュースがたびたび流れ,ラジオ ･

テレビ等で ｢沖縄｣ という言葉を目にし,耳にする｡沖縄戦後,戦争で被害にあった沖縄を救

済しようと,今まで市町村別にバラバラだった沖縄コミュニティが一つに統合され,ハワイの

沖縄コミュニティは団結する｡救済活動を契機に,沖縄で幼児期を過ごしてきた沖縄系帰米二

世に強 く ｢沖縄｣ という意識が生まれてくる｡沖縄の状況に詳しい帰米二世は,情報提供者と

して救済活動において重要な役割を担い,コミュニティにおける彼 らの地位を高めた｡また,

沖縄を助けようというひとつの目的で団結するハワイの沖縄コミュニティの姿は,沖縄系帰米

二世に,沖縄コミュニティの一員であるという帰属意識を高めた｡

アメリカ軍は沖縄戦が終結するや,ただちに,沖縄の広大な土地に米軍基地をつくり,沖縄

を27年間統治することになった｡琉球列島米国民政府は,沖縄住民の軍との緊迫 した状態を和

らげるための ｢親米化｣政策を実施する｡岡野 (2003)が記述しているように住民の間に広まっ

ていた祖国復帰 ･反米運動を鎮めるために,民政府は,ハワイの沖縄系移民を ｢親米的琉球人｣

のモデル として,沖縄が日本の下ではなく,アメリカの庇護の下でこそ経済的にも精神的にも

利益をこうむることができるかを提示しようとした24)a ｢琉球親善プログラム｣は,その米軍

の統治政策によって1959年から始動されたものであり,｢沖縄住民の啓蒙,親米化,および沖

縄の近代化を促進する｣25)ことを目的にハワイと沖縄間の人的交流を実施した｡その統治政策
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によるプログラムには, 日米両語 に堪能で,また沖縄のことにも詳 しい沖縄系帰米二世 も少な

か らず参加 している｡沖縄 とアメリカという二つの社会にまたがっている沖縄系帰米二世が,

アメ リカと沖縄の両者間の橋渡 しとな り, ｢沖縄- アメ リカ間の緩衝装置 としての役割｣ を担

う立場にあった｡ このプログラムに参加 した沖縄系帰米二世は,米軍のプロパガ ンダ的プログ

ラムを批判するというよ り,沖縄 とハ ワイの架け橋 になれたか ら良かったというふ うに自己経

験を評価するだけで,当時の米軍統治政策については触れたが らない｡

1980年代以降,ハワイにおいて沖縄の文化や言語に対する興味が深まり,沖縄系コミュニティ

が活性化 した｡そのなかで,沖縄系帰米二世は文化の情報源 として,コミュニティにおいてさ

らに重要な存在になった｡今 日,三世,四世,五世においてはハ ワイの ｢ローカル｣の文化 を

吸収 し,沖縄の文化,特 に沖縄方言についての知識は非常に限 られている｡毎年恒例のフェス

ティバルまたはハ ワイ沖縄連合会の文化活動がさかんになるなかで,沖縄系帰米二世の存在や

経敏は,ますます コミュニティにおいてポジティブに評価 されるようになった｡彼 ら自身もま

た ｢帰米二世｣ としての自己を肯定的に受け止めるようになっていったのである｡

Ⅳ.ウルマ青年会

ここでは,1933年に沖縄系帰米二世,約30人によって設立された ｢ウルマ青年会｣ について

少 し触れよう｡ ｢ウルマ青年会｣ の会誌 には,会員の苦悩,そ して会の組織,活動, またその

役割 について記載 されている｡幼少期 に沖縄に送 られ,小学 ･中学を卒業 しハ ワイに戻ってき

たウルマ青年会のメンバーは,帰米後,英語が うまく話せないことや,ハワイで育った家族 と

の葛藤,職業選択の不利益など,お互いの立場を理解 し,相互扶助の必要性を痛感 したのであ

ろう｡互いに精神的 ･経済的に支援する場を作 ろうという目的で設立され,独 自の活動を展開

した｡写真 1にみるように当初は20代前後の沖縄系帰米二世青年のみの会であったが,1941年

の真珠湾攻撃によって解散 に追い込 まれるまでの間,約 8年間の活動を通 して当初の会員のメ

ンバーの家族なども加わ り数を増 していった (写真 2 ･写真 3)｡

写真 1 ウルマ青年会 メンバー (1935年)
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ŽÊ•^ 3 ƒEƒ‹ ƒ} •Â”N ‰ï •W •‡ ŽÊ•^ ”N •s•Ú (1935-1941 ”N )

ƒEƒ‹ ƒ} •Â ”N‰ïŽ• ‚É‚Í , ‰«“ê Œn ‹A•Ä “ñ •¢ ‚ª ‹A•Ä “–Žž ‚É•ø ‚¢ ‚½Š´ •î ‚â ”FŽ¯ ‚ª ˆÈ‰º ‚Ì ‚æ ‚¤ ‚É–¾—Ä ‚É

•` ‚© ‚ê ‚Ä ‚¢ ‚é26)¡

•E ‹Æ –â‘è ‚¾ ‚¯ ‚ª ”Þ“™ ‚Ì”Y ‚Ý ‚Å ‚Í ‚È ‚¢¡ •X ‚É ‚à ‚¤ˆê ‚Â ‚Ì”Y ‚Ý ‚ÍŽü ˆÍ ‚Ö ‚Ì “¯‰» ‚µ“ï ‚¢ ‚± ‚Æ

‚Å ‚  ‚é¡ Žá ‚¢‘æ “ñ •¢ ‚Æ‚àŒÃ ‚¢‘æ -•¢ ‚Æ‚à˜b ‚µ‚ª •‡ ‚í ‚È ‚¢¡ ‰ù ‚© ‚µ‚¢•e ‚â •e ‘° ‚Í ‹• ‚é ‚¯ ‚ê
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ƒ‰ ƒŠƒ““I ‘¶ •Ý ‚É”Þ“™ Ž©•g ‚ª •¶ ‚Ü‚ê ‚Â ‚¢‚½ ‚ÆŒ¾ ‚Ó ‚Ì ‚Å ‚ÍŒˆ ‚µ‚Ä ‚È ‚¢¡ ‘´ ‚Ì •ß ‚ð‹ ‚Ð ‚Ä‰èŽº
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